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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、データ
セグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それぞ
れのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースのサ
ブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記ダ
ウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
リンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定すること、ここにおいて、前記ア
ップリンクリソースの前記サブセットが、前記データセグメントの各々についての前記サ
イズに基づいて、データセグメントを送信するために割り振られる、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許
可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソースの他のサブセ
ットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための前記ダウンリンク
リソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップリンクリソースの
前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセットと並行せず、前
記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信することと
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第２の
電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット
内で前記第２のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信
することと
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第３の電力制
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御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第２の電力
制御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアッ
プリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３
のサブセット内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信
することと
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第ｎの
電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（
ｎ＋１）のアップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソー
スの第ｎのサブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記
第２のデバイスに送信することと、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第ｎの電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋
２）のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソ
ースの第（ｎ＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コ
マンドを前記デバイスに送信することと、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそ
れに等しい偶数である、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　デバイスのワイヤレス通信の方法であって、
　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信する
ことと、
　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと、前記ダウンリンク許可が、前
記データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと
、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソ
ースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセット
が前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　を備える、方法。
【請求項１４】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと、ここにおいて、前記第１の電力制御コマンドが、前記送信された
第１のアップリンク送信に基づく、
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記受信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと、
ここにおいて、前記第２の電力制御コマンドが、前記送信された第２のアップリンク送信
に基づく、
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　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および受信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
リンク送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
基地局から受信することと、ここにおいて、前記第ｎの電力制御コマンドが、前記送信さ
れた第ｎのアップリンク送信に基づき、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそれ
に等しい、
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信すること、ここ
において、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各々についての前記サ
イズに基づいて前記データセグメントに分割される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のための基地局であって、
　デバイス向けのダウンリンク許可を生成するための手段と、前記ダウンリンク許可が、
データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、
それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソー
スのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが
前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信するための手段と
　を備える、基地局。
【請求項２１】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２０に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２１に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
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リンク送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそれに等
しい、
　をさらに備える、請求項２１に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項２０に記載の基地局。
【請求項２５】
　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定するための手段、ここにおいて、
前記アップリンクリソースの前記サブセットが、前記データセグメントの各々についての
前記サイズに基づいてデータセグメントを送信するために割り振られる、請求項２０に記
載の基地局。
【請求項２６】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項２５に記載の基地局。
【請求項２７】
　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成するための手段と、前記ダウンリ
ンク許可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソースの他の
サブセットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための前記ダウン
リンクリソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップリンクリソ
ースの前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセットと並行せ
ず、前記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２０に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２７に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第２の
電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット
内で前記第２のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信
するための手段と
　をさらに備える、請求項２８に記載の基地局。
【請求項３０】
　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第３の電力制
御コマンドを生成するための手段と、
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　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第２の電力
制御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアッ
プリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３
のサブセット内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信
するための手段と
　をさらに備える、請求項２９に記載の基地局。
【請求項３１】
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第ｎの
電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（
ｎ＋１）のアップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソー
スの第ｎのサブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記
第２のデバイスに送信するための手段と、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第ｎの電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋
２）のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソ
ースの第（ｎ＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コ
マンドを前記デバイスに送信するための手段と、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかま
たはそれに等しい偶数である、
　をさらに備える、請求項２８に記載の基地局。
【請求項３２】
　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　データの送信ブロックをデータセグメントに分割するための手段と、
　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信する
ための手段と、
　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信するための手段と、前記ダウンリンク許可
が、前記データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセ
ットと、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリン
クリソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブ
セットが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　を備える、デバイス。
【請求項３３】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信するための手段と、ここにおいて、前記第１の電力制御コマンドが、前記送信
された第１のアップリンク送信に基づく、
　をさらに備える、請求項３２に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記受信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信するための手段と、
ここにおいて、前記第２の電力制御コマンドが、前記送信された第２のアップリンク送信
に基づく、
　をさらに備える、請求項３３に記載のデバイス。
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【請求項３５】
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および受信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
リンク送信を前記基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
基地局から受信するための手段と、ここにおいて、前記第ｎの電力制御コマンドが、前記
送信された第ｎのアップリンク送信に基づき、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまた
はそれに等しい、
　をさらに備える、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項３６】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項３２に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信するための手段
、ここにおいて、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各々についての
前記サイズに基づいて前記データセグメントに分割される、
　をさらに備える、請求項３２に記載のデバイス。
【請求項３８】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項３９】
　ワイヤレス通信のための基地局であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、デー
タセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それ
ぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースの
サブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記
ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
　を行うように構成される、基地局。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項３９に記載の基地局。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
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デバイスに送信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項４０に記載の基地局。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
リンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
　を行うようにさらに構成される、請求項４０に記載の基地局。
【請求項４３】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項３９に記載の基地局。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定すること、ここにおいて、前記ア
ップリンクリソースの前記サブセットが、前記データセグメントの各々についての前記サ
イズに基づいてデータセグメントを送信するために割り振られる、
　を行うようにさらに構成される、請求項３９に記載の基地局。
【請求項４５】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項４４に記載の基地局。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許
可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソースの他のサブセ
ットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための前記ダウンリンク
リソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップリンクリソースの
前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセットと並行せず、前
記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項３９に記載の基地局。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項４６に記載の基地局。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第２の
電力制御コマンドを生成することと、



(9) JP 2018-509859 A5 2018.7.12

　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリン
ク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット
内で前記第２のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信
することと
　を行うようにさらに構成される、請求項４７に記載の基地局。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第３の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第２の電力
制御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアッ
プリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３
のサブセット内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信
することと
　を行うようにさらに構成される、請求項４８に記載の基地局。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第ｎの
電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および送信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（
ｎ＋１）のアップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソー
スの第ｎのサブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記
第２のデバイスに送信することと、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記送信された第ｎの電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋
２）のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソ
ースの第（ｎ＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コ
マンドを前記デバイスに送信することと、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそ
れに等しい偶数である、
　を行うようにさらに構成される、請求項４７に記載の基地局。
【請求項５１】
　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信す
ることと、
　　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと、前記ダウンリンク許可が、
前記データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセット
と、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリ
ソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセッ
トが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　を行うように構成される、デバイス。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
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　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと、ここにおいて、前記第１の電力制御コマンドが、前記送信された
第１のアップリンク送信に基づく、
　を行うようにさらに構成される、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および前記受信された第１の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリン
ク送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと、ここにおいて、前記第２の電力制御コマンドが、前記送信された
第２のアップリンク送信に基づく、
　を行うようにさらに構成される、請求項５２に記載のデバイス。
【請求項５４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、および受信された第（ｎ－１）の電力制
御コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップ
リンク送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
基地局から受信することと、ここにおいて、前記第ｎの電力制御コマンドが、前記送信さ
れた第ｎのアップリンク送信に基づき、ここにおいて、ｎが２よりも大きいかまたはそれ
に等しい、
　を行うようにさらに構成される、請求項５２に記載のデバイス。
【請求項５５】
　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内での第１の
アップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信すること、ここ
において、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各々についての前記サ
イズに基づいて前記データセグメントに分割される、
　を行うようにさらに構成される、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５７】
　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバイスへの
経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つに基づい
て決定される、請求項５６に記載のデバイス。
【請求項５８】
　基地局用のコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体で
あって、
　　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、デー
タセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それ
ぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースの
サブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記
ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
　を行うためのコード
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５９】
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　デバイス用のコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体
であって、
　　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信す
ることと、
　　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと、前記ダウンリンク許可が、
前記データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセット
と、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリ
ソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセッ
トが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　を行うためのコード
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　[00137]　前の説明は、いかなる当業者も本明細書に記載された様々な態様を実践する
ことを可能にするために提供される。これらの態様に対する様々な修正は当業者には容易
に明らかであり、本明細書において規定された一般的原理は他の態様に適用される場合が
ある。したがって、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではな
く、クレーム文言に矛盾しない最大の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言
及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１
つまたは複数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書において、
「例、事例、または例示として働くこと」を意味するために使用される。「例示的」とし
て本明細書に記載されたいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有
利であると解釈されるべきではない。別段に明記されていない限り、「いくつかの」とい
う用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、
Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」
、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれら
の任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複
数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含む場合がある。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、
およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、な
らびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、
Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣの場合があり
、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバを含む
場合がある。当業者には既知であるか、または後で既知になる、本開示全体にわたって記
載された様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的均等物は、参照により本
明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものである。その上、本
明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に列挙さ
れているか否かにかかわらず、公に供されるものではない。「モジュール」、「機構」、
「要素」、「デバイス」などの単語は、「手段」という単語の代用ではない場合がある。
したがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用し
て明確に列挙されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきで
はない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、データ
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セグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それぞ
れのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースのサ
ブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記ダ
ウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第
１のサブセット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマン
ドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク送
信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御コ
マンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリン
ク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
をさらに備え、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内に
第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定すること
をさらに備え、前記アップリンクリソースの前記サブセットが、前記データセグメントの
各々についての前記サイズに基づいてデータセグメントを送信するために割り振られる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デバ
イスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１つ
に基づいて決定される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成することと、前記ダウン
リンク許可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソースの他
のサブセットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための前記ダウ
ンリンクリソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップリンクリ
ソースの前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセットと並行
せず、前記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第
１のサブセット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
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　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信することと
をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向
けの第２の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリンク送信を前記
デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２
のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信することと
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第
３の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可および前記送信された第２の電力制御コマンド
に基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアップリンク送信
を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３のサブセット
内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信することと
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向
けの第ｎの電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御コマンドに
基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（ｎ＋１）のア
ップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第ｎのサ
ブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記第２のデバイ
スに送信することと、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第ｎの電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋２）のアップ
リンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第（ｎ
＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
をさらに備え、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい偶数である、
Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　デバイスのワイヤレス通信の方法であって、
　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信する
ことと、
　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと
を備え、前記ダウンリンク許可が、前記データセグメントを送信するために割り振られた
アップリンクリソースのサブセットと、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマン
ドを受信するためのダウンリンクリソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記ア
ップリンクリソースの前記サブセットが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並
行しない、方法。
［Ｃ１４］　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの
第１のサブセット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信することと、



(14) JP 2018-509859 A5 2018.7.12

　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと
をさらに備え、前記第１の電力制御コマンドが前記送信された第１のアップリンク送信に
基づく、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記受信されたダウンリンク許可および前記受信された第１の電力制御コマ
ンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク
送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと
をさらに備え、前記第２の電力制御コマンドが前記送信された第２のアップリンク送信に
基づく、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記受信されたダウンリンク許可および受信された第（ｎ－１）の電力制御
コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリ
ンク送信を前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
基地局から受信することと
をさらに備え、前記第ｎの電力制御コマンドが前記送信された第ｎのアップリンク送信に
基づき、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内
に第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信する
こと
をさらに備え、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各々についての前
記サイズに基づいて前記データセグメントに分割される、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デ
バイスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１
つに基づいて決定される、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］　ワイヤレス通信のための基地局であって、
　デバイス向けのダウンリンク許可を生成するための手段と、前記ダウンリンク許可が、
データセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、
それぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソー
スのサブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが
前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信するための手段と
を備える、基地局。
［Ｃ２１］　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの
第１のサブセット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信するための手段と
、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ２０に記載の基地局。
［Ｃ２２］　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマ
ンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク
送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
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　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ２１に記載の基地局。
［Ｃ２３］　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御
コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリ
ンク送信を前記デバイスから受信するための手段と、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
るための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
をさらに備え、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
Ｃ２１に記載の基地局。
［Ｃ２４］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内
に第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ２０に記載の基地局。
［Ｃ２５］　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定するための手段
をさらに備え、前記アップリンクリソースの前記サブセットが、前記データセグメントの
各々についての前記サイズに基づいてデータセグメントを送信するために割り振られる、
Ｃ２０に記載の基地局。
［Ｃ２６］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デ
バイスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１
つに基づいて決定される、Ｃ２５に記載の基地局。
［Ｃ２７］　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成するための手段と、前
記ダウンリンク許可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソ
ースの他のサブセットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための
前記ダウンリンクリソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップ
リンクリソースの前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセッ
トと並行せず、前記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ２０に記載の基地局。
［Ｃ２８］　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの
第１のサブセット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信するための手段と
、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ２７に記載の基地局。
［Ｃ２９］　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向
けの第２の電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリンク送信を前記
デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２
のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信するための手
段と
をさらに備える、Ｃ２８に記載の基地局。
［Ｃ３０］　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第
３の電力制御コマンドを生成するための手段と、
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　前記送信された第２のダウンリンク許可および前記送信された第２の電力制御コマンド
に基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアップリンク送信
を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３のサブセット
内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信するための手
段と
をさらに備える、Ｃ２９に記載の基地局。
［Ｃ３１］　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向
けの第ｎの電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御コマンドに
基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（ｎ＋１）のア
ップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第ｎのサ
ブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記第２のデバイ
スに送信するための手段と、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成するための手段と、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第ｎの電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋２）のアップ
リンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第（ｎ
＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信するための手段と
をさらに備え、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい偶数である、
Ｃ２８に記載の基地局。
［Ｃ３２］　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　データの送信ブロックをデータセグメントに分割するための手段と、
　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信する
ための手段と、
　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信するための手段と
を備え、前記ダウンリンク許可が、前記データセグメントを送信するために割り振られた
アップリンクリソースのサブセットと、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマン
ドを受信するためのダウンリンクリソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記ア
ップリンクリソースの前記サブセットが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並
行しない、デバイス。
［Ｃ３３］　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの
第１のサブセット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信するための手段と
をさらに備え、前記第１の電力制御コマンドが前記送信された第１のアップリンク送信に
基づく、Ｃ３２に記載のデバイス。
［Ｃ３４］　前記受信されたダウンリンク許可および前記受信された第１の電力制御コマ
ンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク
送信を前記基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信するための手段と
をさらに備え、前記第２の電力制御コマンドが前記送信された第２のアップリンク送信に
基づく、Ｃ３３に記載のデバイス。
［Ｃ３５］　前記受信されたダウンリンク許可および受信された第（ｎ－１）の電力制御
コマンドに基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリ
ンク送信を前記基地局に送信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
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基地局から受信するための手段と
をさらに備え、前記第ｎの電力制御コマンドが前記送信された第ｎのアップリンク送信に
基づき、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
Ｃ３３に記載のデバイス。
［Ｃ３６］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内
に第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ３２に記載のデバイス。
［Ｃ３７］　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信する
ための手段
をさらに備え、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各々についての前
記サイズに基づいて前記データセグメントに分割される、Ｃ３２に記載のデバイス。
［Ｃ３８］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デ
バイスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１
つに基づいて決定される、Ｃ３７に記載のデバイス。
［Ｃ３９］　ワイヤレス通信のための基地局であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、デー
タセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それ
ぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースの
サブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記
ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
　を行うように構成される、基地局。
［Ｃ４０］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、第１の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ３９に記載の基地局。
［Ｃ４１］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記
デバイスから受信することと、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、第２の電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４０に記載の基地局。
［Ｃ４２］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御コマンドに
基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリンク送信を
前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、第ｎの電力制御コマンドを生成す
ることと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
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を行うようにさらに構成され、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、
Ｃ４０に記載の基地局。
［Ｃ４３］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内
に第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ３９に記載の基地局。
［Ｃ４４］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記データセグメントの各々についてのサイズを決定すること
を行うようにさらに構成され、前記アップリンクリソースの前記サブセットが、前記デー
タセグメントの各々についての前記サイズに基づいてデータセグメントを送信するために
割り振られる、Ｃ３９に記載の基地局。
［Ｃ４５］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デ
バイスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１
つに基づいて決定される、Ｃ４４に記載の基地局。
［Ｃ４６］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　第２のデバイス向けの第２のダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許
可が、第２のデータセグメントを送信するための前記アップリンクリソースの他のサブセ
ットと、前記第２のデバイス向けの電力制御コマンドを受信するための前記ダウンリンク
リソースの他のサブセットとを前記第２のデバイスに示し、前記アップリンクリソースの
前記他のサブセットが、前記ダウンリンクリソースの前記他のサブセットと並行せず、前
記アップリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　前記第２のデバイスに前記第２のダウンリンク許可を送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ３９に記載の基地局。
［Ｃ４７］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記送信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を前記デバイスから受信することと、
　前記受信された第１のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第１の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第２
のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記
ダウンリンクリソースの前記第１のサブセット内で前記第１の電力制御コマンドを前記デ
バイスに送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４６に記載の基地局。
［Ｃ４８］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第２のアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第２の
電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第１の電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第３のサブセット内で第３のアップリンク送信を前記
デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で前記第２
のデバイス向けの前記第２の電力制御コマンドを前記第２のデバイスに送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４７に記載の基地局。
［Ｃ４９］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第３のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第３の電力制
御コマンドを生成することと、
　前記送信された第２のダウンリンク許可および前記送信された第２の電力制御コマンド
に基づいて、前記アップリンクリソースの第４のサブセット内で第４のアップリンク送信
を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第３のサブセット
内で前記デバイス向けの前記第３の電力制御コマンドを前記デバイスに送信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４８に記載の基地局。
［Ｃ５０］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信された第ｎのアップリンク送信に基づいて、前記第２のデバイス向けの第ｎの
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電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および送信された第（ｎ－１）の電力制御コマンドに
基づいて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋１）のサブセット内で第（ｎ＋１）のア
ップリンク送信を前記デバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第ｎのサ
ブセット内で前記第２のデバイス向けの前記第ｎの電力制御コマンドを前記第２のデバイ
スに送信することと、
　前記受信された第（ｎ＋１）のアップリンク送信に基づいて、前記デバイス向けの第（
ｎ＋１）の電力制御コマンドを生成することと、
　前記送信されたダウンリンク許可および前記送信された第ｎの電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第（ｎ＋２）のサブセット内で第（ｎ＋２）のアップ
リンク送信を前記第２のデバイスから受信しながら、前記ダウンリンクリソースの第（ｎ
＋１）のサブセット内で前記デバイス向けの前記第（ｎ＋１）の電力制御コマンドを前記
デバイスに送信することと
を行うようにさらに構成され、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい偶数である、
Ｃ４７に記載の基地局。
［Ｃ５１］　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信す
ることと、
　　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと
　行うように構成され、前記ダウンリンク許可が、前記データセグメントを送信するため
に割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それぞれのデータセグメント用の
電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースのサブセットとを前記デバイス
に示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記ダウンリンクリソースの前記
サブセットと並行しない、デバイス。
［Ｃ５２］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたダウンリンク許可に基づいて、前記アップリンクリソースの第１のサブ
セット内で第１のアップリンク送信を基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第１のサブセット内で第１の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと
を行うようにさらに構成され、前記第１の電力制御コマンドが前記送信された第１のアッ
プリンク送信に基づく、Ｃ５１に記載のデバイス。
［Ｃ５３］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたダウンリンク許可および前記受信された第１の電力制御コマンドに基づ
いて、前記アップリンクリソースの第２のサブセット内で第２のアップリンク送信を前記
基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第２のサブセット内で第２の電力制御コマンドを前記基地
局から受信することと
を行うようにさらに構成され、前記第２の電力制御コマンドが前記送信された第２のアッ
プリンク送信に基づく、Ｃ５２に記載のデバイス。
［Ｃ５４］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたダウンリンク許可および受信された第（ｎ－１）の電力制御コマンドに
基づいて、前記アップリンクリソースの第ｎのサブセット内で第ｎのアップリンク送信を
前記基地局に送信することと、
　前記ダウンリンクリソースの第ｎのサブセット内で前記第ｎの電力制御コマンドを前記
基地局から受信することと
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を行うようにさらに構成され、前記第ｎの電力制御コマンドが前記送信された第ｎのアッ
プリンク送信に基づき、
　ｎが２よりも大きいかまたはそれに等しい、Ｃ５２に記載のデバイス。
［Ｃ５５］　前記ダウンリンク許可が、前記アップリンクリソースの第１のサブセット内
に第１のアップリンク送信用の電力制御コマンドを含む、Ｃ５１に記載のデバイス。
［Ｃ５６］　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記デバイスへの前記データセグメントの各々についてのサイズを受信すること
を行うようにさらに構成され、データの前記送信ブロックが、前記データセグメントの各
々についての前記サイズに基づいて前記データセグメントに分割される、Ｃ５１に記載の
デバイス。
［Ｃ５７］　前記データセグメントの各々の前記サイズが、データトラフィック、前記デ
バイスへの経路損失、送信ブロックのサイズ、またはノイズレベルのうちの少なくとも１
つに基づいて決定される、Ｃ５６に記載のデバイス。
［Ｃ５８］　基地局用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体で
あって、
　　デバイス向けのダウンリンク許可を生成することと、前記ダウンリンク許可が、デー
タセグメントを送信するために割り振られたアップリンクリソースのサブセットと、それ
ぞれのデータセグメント用の電力制御コマンドを受信するためのダウンリンクリソースの
サブセットとを前記デバイスに示し、前記アップリンクリソースの前記サブセットが前記
ダウンリンクリソースの前記サブセットと並行しない、
　　前記デバイスに前記ダウンリンク許可を送信することと
　を行うためのコード
を備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］　デバイス用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体
であって、
　　データの送信ブロックをデータセグメントに分割することと、
　　前記データセグメントを通信するためのアップリンクリソースに対する要求を送信す
ることと、
　　前記デバイス向けのダウンリンク許可を受信することと
　を行うためのコード
を備え、前記ダウンリンク許可が、前記データセグメントを送信するために割り振られた
アップリンクリソースのサブセットと、それぞれのデータセグメント用の電力制御コマン
ドを受信するためのダウンリンクリソースのサブセットとを前記デバイスに示し、前記ア
ップリンクリソースの前記サブセットが前記ダウンリンクリソースの前記サブセットと並
行しない、コンピュータ可読媒体。
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